
生
活
か
ら
の
怒
り
を
、

投
票
行
動
へ

安
倍
自
公
政
権
の
政
治
的
・
経
済
的

危
険
性
が
益
々
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。「

集
団
的
自
衛
権
の
閣
議
決
定
」
と

法
制
化
の
策
動
、
沖
縄
の
民
意
に
反
し

た
辺
野
古
米
軍
基
地
建
設
の
強
行
、
危

険
な
原
子
力
発
電
の
再
稼
働
等
、
あ
ら

ゆ
る
安
倍
自
公
政
権
の
政
治
行
動
が
民

意
・
人
権
無
視
の
戦
争
準
備
の
憲
法
改

悪
と
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
が
進
め
る
規
制
緩
和
は
、

貧
富
の
格
差
を
拡
大
さ
せ
た
小
泉
政
権

以
上
に
大
規
模
・
全
面
化
し
て
お
り
、

労
働
者
・
国
民
へ
の
負
担
は
増
加
し
、

貧
富
の
格
差
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。
昨

年
４
月
の
消
費
税
増
税
、
原
材
料
の
値

上
げ
に
よ
る
食
料
品
等
の
値
上
げ
は
、

実
質
賃
金
を
大
幅
に
切
り
下
げ
て
い
ま

す
。
１
４
・
１
５
年
の
大
企
業
正
規
労

働
者
の
賃
金
引
き
上
げ
す
ら
、
増
税
と

物
価
上
昇
に
は
追
い
つ
か
ず
、
中
小
労

働
者
や
非
正
規
雇
用
労
働
者
に
と
っ
て

は
生
活
困
難
と
格
差
拡
大
が
押
し
つ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
は
、
「
改
革
」
と
称
し

て
、
労
働
基
準
法
を
は
じ
め
と
す
る
労

働
者
保
護
の
法
律
を
改
悪
し
、
雇
用
の

不
安
定
化
と
賃
金
低
下
の
法
制
化
を
策

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
「
残
業
代

ゼ
ロ
」
や
「
派
遣
雇
用
の
永
続
化
」

「
金
銭
解
雇
の
容
認
」
が
行
わ
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

諦
め
や
我
慢
で
は
、
安
倍
自
公
政
権

の
暴
走
行
動
は
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
生

活
か
ら
の
怒
り
は
、
統
一
自
治
体
選
挙

の
投
票
行
動
で
民
意
を
示
す
事
が
重
要

で
す
。

昨
年
１
２
月
の
衆
議
院
総
選
挙
で
は
、

「
自
分
の
意
見
と
合
う
候
補
者
が
い
な
い

し
、
自
分
が
投
票
し
な
く
て
も
大
丈
夫
」

と
し
て
多
く
の
棄
権
が
あ
り
ま
し
た
。
投

票
行
動
を
放
棄
し
た
結
果
は
、
安
倍
自
公

政
権
に
多
数
の
議
席
を
与
え
暴
走
を
許
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

４
月
の
第
２
期
の
統
一
自
治
体
選
挙
で

は
、
政
治
と
生
活
の
安
倍
政
権
へ
の
怒
り

を
、
民
主
党
・
社
会
民
主
党
へ
の
投
票

で
、
力
と
組
織
に
変
え
よ
う
。

労
働
組
合
を
強
化
し
、

政
治
を
変
え
よ
う

４
月
１
２
日
の
統
一
自
治
体
選
挙
の
第

１
弾
で
は
、
最
低
を
記
録
し
た
４
年
前
よ

り
投
票
率
が
下
が
っ
て
い
ま
す
。
結
果
と

し
て
安
倍
自
公
政
権
の
暴
走
に
力
を
与
え

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
投
票
放
棄
や
棄
権

票
は
、
労
働
者
と
労
働
組
合
に
と
っ
て

「
害
あ
っ
て
益
無
し
」
で
す
。

「
自
分
の
考
え
方
と
合
う
政
党
が
無

い
」
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
個
人
の
考

え
方
と
同
一
の
組
織
は
無
い
こ
と
が
普
通

で
す
。
大
き
な
政
策
と
方
針
で
一
致
す
る

労
働
者
の
立
場
に
立
っ
た
政
党
を
選
択
す

る
事
が
重
要
で
す
。

大
き
な
政
治
・
経
済
政
策
で
労
働
者
・

国
民
の
利
益
の
立
場
に
た
ち
、
戦
争
・
改

憲
政
策
に
反
対
し
、
原
発
再
稼
働
に
反
対

し
、
格
差
を
拡
大
す
る
規
制
緩
和
に
反
対

し
、
タ
ク
シ
ー
の
規
制
緩
和
に
反
対
す
る

政
党
と
候
補
者
に
、
統
一
地
方
選
で
投
票

す
る
事
が
必
要
で
す
。

政
党
や
候
補
者
も
、
投
票
と
そ
れ
以
降

の
労
働
組
合
か
ら
の
働
き
か
け
で
、
政
党

も
変
わ
り
ま
す
。

そ
の
第
一
歩
が
、
民
主
党
・
社
会
民

主
党
の
候
補
者
に
投
票
す
る
事
で
す
。

自
ら
行
動
し
、
賃
金
・

労
働
条
件
の
改
善
を

現
実
的
に
も
、
労
働
組
合
の
政
策
要

求
を
取
り
入
れ
て
、
０
９
年
夏
の
反
自

民
・
民
主
党
政
権
誕
生
の
直
前
に
「
タ

ク
シ
ー
適
正
化
特
措
法
」
が
制
定
さ

れ
、
「
東
京
で
１
８
．
５
％
の
減
休

車
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
年
間
の
民

主
党
政
権
の
下
で
需
給
調
整
規
制
や
賃

金
・
労
働
条
件
に
強
制
力
を
持
つ
「
タ

ク
シ
ー
事
業
法
」
の
成
立
を
目
指
し
ま

し
た
が
、
労
働
組
合
の
運
動
が
足
り

ず
、
民
主
党
政
権
の
崩
壊
で
不
成
立
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
民
主
党
政
権

の
崩
壊
と
安
倍
自
公
政
権
の
圧
勝
に

よ
っ
て
、
強
制
力
の
少
な
い
「
改
正
タ

ク
シ
ー
適
正
化
特
措
法
」
の
成
立
と
、

規
制
改
革
会
議
の
横
槍
で
東
京
も
含
む

７
０
％
が
除
外
さ
れ
る
「
特
定
地
域
指

定
基
準
」
が
強
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
公
共
交
通
機
関

に
ふ
さ
わ
し
い
賃
金
・
労
働
条
件
を
実

現
す
る
事
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
安
倍
自
公
政
権
に
よ
る

逆
流
を
許
さ
な
い
重
要
な
一
歩
が
、
４

月
の
統
一
自
治
体
選
挙
で
民
主
党
・
社

会
民
主
党
を
前
進
さ
せ
る
事
で
す
。

統一地方自治体選挙では、

改憲阻止、原発再稼働反対、

規制緩和反対、労働法制改悪反対の政党の候補者

に投票を!!

民主党、社会民主党の候補者に投票をしよう！


